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ロケット・地上複合観測による中緯度電離圏波動の生成機構の研究
Study of Medium-Scale Traveling Ionospheric Disturbances (MSTID) based on rocket/ground-
based observation campaign
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電離圏 F領域における中規模伝搬性電離圏擾乱 (Medium-Scale Traveling Ionospheric Disturbances; MSTID)は中緯度の
夏季夜間に頻繁に現れ、おおよそ周期１－２時間で南西方向に伝搬する。MUレーダーなどではMSTIDに伴う電離圏擾
乱 (FAI エコー)が観測できる。また磁力線を通じて結ばれた南北半球の F領域に同時に発生することが知られている。
電離圏 E領域に発生する電離圏擾乱の準周期構造 (いわゆる QPエコー)と磁力線を通じた相互作用を示す。これらの性
質から、MSTIDは中性大気波動の単純な反映ではなく、大気力学と電磁力学を含むプロセスを通じて生成すると考えら
れている。

MSTID生成機構の解明を目指して、2012年夏季に観測ロケットと地上観測を組合せた大規模な観測実験が企画されて
いる。MSTID生成機構を実証するためには、「中性大気の風速と電離圏プラズマの電界等の同時観測が必要」かつ「電
離圏 F領域と E領域にわたる広い高度範囲の観測が不可欠」である。このため、以下の用件を備えたロケットと地上か
らの観測の組合せが必要となる。

(1)スポラディック E層 (Es層)付近と F領域の両方における電離大気と中性風速を同時観測する。
(2) MSTIDの発生は夏季の地方時 21～24時ごろに増大するため、夜間の風速測定が必要である。
(3) F領域のMSTIDと Es層に伴う QPエコーの構造を監視し、それらの増大時に打上げる。

(1)によって、F領域と E領域それぞれでの分極電界の発生を検証する。電離大気の密度・電界・温度等は F領域高度
に達するロケットを用いることで観測可能であり、磁力線を通した電界マッピングは過去の研究からほぼ明らかである。
(3)の打上げ条件の制定は、SEEK (1996)や SEEK-2 (2002)観測と同様に、地上の FAI レーダーや GPS-TEC観測のリア
ルタイム監視によって実現できる。問題は (2)であるが、本観測では E領域に対しては TMA 放出による風速測定を実施
する。一方、F領域高度の夜間風速測定のため月明光を利用したリチウム放出実験を試みる。WINDs観測結果 (2007)を
元にした推定では、高度 200km程度までの風速観測が可能と考えられる。講演では、この今までにない大規模なロケッ
ト・地上観測計画と進捗状況について報告する。
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